
   

日
本
平
和
委
員
会
第
６６
回
定
期
全

国
大
会
が
６
月
１１
～
１２
日
、
神
奈
川

県
相
模
原
市
の
麻
布
大
学
構
内(

！)

で
開
か
れ
、
大
阪
は
旭
、
西
淀
川
、

天
王
寺
、
住
之
江
各
区
、
東
大
阪
、

八
尾
、
関
西
共
同
印
刷
所
、
青
年
学

生
部
か
ら
計
１０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

開
会
総
会
で
は
畑
田
重
夫
代
表
理

事
が
、
「
戦
争
す
る
国
へ
と
突
き
進

む
安
倍
政
権
の
暴
走
に
対
し
て
、
憲

法
の
平
和
主
義
が
根
づ
い
て
い
る
市

民
た
ち
の
後
押
し
で
野
党
の
選
挙
共

闘
が
前
進
、
こ
の
力
で
参
議
院
選
に

勝
利
し
戦
争
法
を
廃
止
し
改
憲
を
阻

止
し
よ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
次

に
畑
野
君
枝
日
本
共
産
党
衆
議
院
議

員
が
「
神
奈
川
は
沖
縄
に
次
ぐ
基
地

県
。
う
る
ま
市
の
女
性
強
姦
・
遺
体

遺
棄
事
件
は
人
ご
と
と
は
思
え
な
い
。

基
地
を
な
く
す
た
め
に
頑
張
る
」
と

歓
迎
挨
拶
。
そ
の
後
千
坂
事
務
局
長

が
「
会
員
読
者
３
部
門
と
も
前
進
で

大
会
を
迎
え
ら
れ
た
」
と
全
国
の
奮

闘
を
称
え
た
後
、
２
０
１
５
年
度
総

括
と
１６
年
度
運
動
方
針
案
を
提
案
。

続
い
て
上
羽
日
本
平
和
委
員
会
財
政

委
員
会
責
任
者
が
１５
年
度
決
算
報
告

と
１６
年
度
予
算
提
案
を
行
い
ま
し
た
。 

 

い
よ
い
よ
大
会
討
論
。
中
村
西
淀

川
事
務
局
長
が
、
毎
月
デ
モ
コ
ー
ス 

を
か
え
戦
争
法
廃
止
を
ア
ピ
ー
ル
す 

   

る
な
か
、
区
民
９
万
人
の
西
淀
川
で 

戦
争
法
廃
止
署
名
を
３
万
筆
集
約
し

た
こ
と
、
そ
の
中
で
平
和
委
員
会
が

力
を
発
揮
し
た
こ
と
で
区
民
の
信
頼

を
得
る
こ
と
に
な
り
会
員
数
を
再
建

総
会
時
１５
名
よ
り
百
人
近
く
増
や
し

た
こ
と
を
報
告
。
鈴
木
組
織
委
員
長

が
、
大
阪
と
し
て
初
合
宿
を
実
施
し

大
会
目
標
達
成
に
向
け
意
思
統
一
を

行
い
、
会
員
目
標
１
５
０
０
人
を
突

破
し
た
と
発
言
。
岩
本
青
年
協
議
長

が
、
９
月
中
旬
に
実
施
す
る
「
ピ
ー

ス
エ
ッ
グ
イ
ン
信
太
山
」
を
成
功
さ

せ
る
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

２
日
目
は
分
科
会
の
後
、
閉
会
総
会
。

方
針
・
予
算
・
役
員
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
仲
間
づ
く
り
と
機
関
紙
コ
ン
ク

ー
ル
結
果
発
表
で
は
全
国
を
け
ん
引
し

た
大
阪
だ
け
に
多
数
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
会
員
を
１０
人
以
上
増
や
し 

た
全
国
の
仲
間
２３
人
の
う
ち
大
阪
は 

９
人
と
４０
％
近
く
占
め
ま
し
た
。 

 
 

            

            

 

仲
間
も
ひ
と
り
増
え
る 

５
月
２０
日
吹
田
平
和
委
員
会
の
結

成
総
会
が
２０
人
で
開
か
れ
ま
し
た
。

司
会
は
準
備
委
員
氷
高
さ
ん
。 

１
部
で
は
沖
縄
基
地
問
題
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

「
裂
か
れ
る
海
」
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。 

２
部
は
結
成
総
会
。
最
初
に
永
松

さ
ん
が
「
１４
年
９
月
高
作
正
博
関
西

大
学
教
授
に
よ
る
集
団
的
自
衛
権
問

題
講
演
会
（
参
加
３０
人
余
）
、
１５
年

１２
月
に
映
画
「
ザ
・
思
い
や
り
」
上 

             

映
会
開
催(

参
加
１
０
０
人
余)

、
今

年
４
月
再
び
高
作
教
授
に
戦
争
法
の

危
険
性
に
つ
い
て
講
演
し
て
も
ら
っ

た
後
、
準
備
会
を
発
足
。
今
日
に
至

っ
た
」
と
総
会
ま
で
の
経
過
報
告
。 

次
に
橋
本
敦
名
誉
会
長(

吹
田
市

在
住)

と
近
藤
正
理
事
長
の
挨
拶
の

後
、
上
羽
事
務
局
長
が
平
和
委
員
会

の
運
動
と
役
割
を
紹
介
。 

次
い
で
永
松
さ
ん
が
活
動
方
針

【
憲
法
９
条
を
守
り
戦
争
に
反
対
す

る
、
米
軍
新
基
地
建
設
な
ど
基
地
強

化
に
反
対
す
る
、
核
兵
器
廃
絶
・
原

発
ゼ
ロ
に
向
け
６
・
９
行
動
に
取
り

組
む
、
仲
間
、
特
に
若
い
仲
間
を
増

や
す
】
と
役
員
４
人
【
岸
田
宗
春
、

氷
高
て
る
子
、
永
松 

玲
、
青
年
・

長
谷
川
裕
介
各
氏
】
を
提
案
、
両
方

と
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
皆
で
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん

で
お
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
平
和
へ
の

思
い
に
つ
い
て
歓
談
。 

 

４
月
の
準
備
会
結
成
学
習
会
に
参

加
し
た
関
係
で
案
内
状
が
届
き
こ
の

総
会
に
参
加
し
た
女
性
が
１
人
入
会
。

吹
田
は
、
大
阪
で
１９
番
目
の
地
域
基

礎
組
織
と
し
て
船
出
し
ま
し
た
。 

       

    

                                      

2016 年６月 25 日（土曜日） 

[仲間づくり・都道府県表彰] 

◎会員実増ベスト２（99 人） 

◎会員増加率ベスト４（106.99％） 

◎平和新聞実増ベスト４（28 部） 

◎平和運動実増ベスト１（18 部） 

◎平和運動増加率ベスト２（116.67％）

[仲間づくり・基礎組織表彰] 

◎新会員 100 人を超えた基礎組織

西淀川  111 人（＋46 人） 

◎新会員 10 人以上を迎えた基礎組織 

旭区、東大阪、八尾、大阪府高教 

◎新会員 5人以上を迎えた基礎組織 

歯科保険医協会、関西共同印刷所 

天王寺、北区  

◎新たに結成された平和委員会 

吹田（会員 25 人） 

[機関紙コンクール・地域部門] 

◎[最優秀賞] 旭区 ◎[奨励賞] 八尾

[ホームページ部門・入賞] 

◎大阪平和委員会ＨＰ（3 年連続） 

2111 号 

今月の言葉 「答えは、誰にもわからない」 

「1945 年 4 月にローズヴェルトが急逝したと
き、もしも副大統領がヘンリー・ウォレスであ
り、彼が後継大統領に昇格していたらこの国
はどうなっていただろう？それでも原爆は投
下されていただろうか？核開発競争や冷戦を
回避できた、ということはなかったろうか？ 

答えは、誰にもわからない」 
（『オリバー・ストーンの告発 語られなかっ

たアメリカ史２―なぜ原爆は投下されたの
か？』 あすなろ書房） 

代表理事を退任する畑田重夫氏と

7 月の行事案内 

10 日（日）参議院選投票日 

13 日（水）大阪平和委常任理事会 18:00 

15 日（金）関目学園学習会 18:30 報告:上羽 

23 日（土）全厚生労組近畿社会保険支部 

沖縄戦・基地問題学習会 14：00  

報告：上羽 

24 日（日）日本平和委員会常任理事会 10:00 

 

橋本敦名誉会長も吹田結成を祝福 



  

６
月
５
日
沖
縄
県
議
選
の
投
開
票

を
迎
え
、
翁
長
知
事
を
支
持
す
る
与

党
が
大
勝
し
ま
し
た
。 

大
阪
か
ら
は
上
羽
事
務
局
長
が
告

示
日
前
日
沖
縄
入
り
し
、
平
和
委
員

会
の
会
員
で
あ
る
比
嘉
み
ず
き
共
産

党
候
補
事
務
所
を
訪
問
し
て
激
励
す

る
と
と
も
に
、
沖
縄
県
統
一
連
の
事

務
所
を
拠
点
に
気
温
３０
度
を
超
え
る

炎
天
下
、
翁
長
知
事
与
党
の
前
進
の

意
義
を
訴
え
る
ビ
ラ
を
２
日
間
に
わ

た
り
配
布
し
与
党
勝
利
に
向
け
奮
闘
。 

ま
た
同
事
務
局
長
は
沖
縄
入
り
直

後
、
大
久
保
沖
縄
県
平
和
委
員
会
事

務
局
長
の
案
内
で
米
軍
属
に
よ
る
女

性
遺
体
遺
棄
現
場
（
写
真
）
を
訪
れ

合
掌
・
慰
霊
し
ま
し
た
。 

          

 

大
阪
平
和
委
員
会
は
和
泉
平
和
委

員
会
と
と
も
に
５
月
２０
日
「
元
海
兵

隊
員
に
よ
る
『
女
性
遺
体
遺
棄
』
事

件
に
抗
議
し
、
米
軍
基
地
の
全
面
撤

去
を
求
め
ま
す
」
と
い
う
抗
議
文
を 

安
倍
首
相
、
岸
田
外
務
大
臣
、
中
谷 

防
衛
大
臣
に
送
付
し
ま
し
た
。 

   

５
月
２６
日
大
阪
安
保
の
呼
び
か
け 

で
同
事
件
に
対
し
て
米
国
大
阪
総
領

事
館
前
で
抗
議
行
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
行
動
に
は
７１
人
が
参
加
。

大
阪
平
和
委
員
会
か
ら
も
近
藤
正
理

事
長
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。 

同
事
件
に
抗
議
、
追
悼
す
る
沖
縄

県
民
大
会
（
６
月
１９
日
開
催
）
に
は

大
阪
平
和
委
か
ら
も
参
加
予
定
。 

  
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

   
―
福
山
功
勝
さ
ん
か
ら
メ
ー
ル
― 

６
月
５
日
投
票
の
沖
縄
県
議
選
は
、

翁
長
県
政
を
支
え
る
「
オ
ー
ル
沖
縄
」

の
与
党
が
、
現
有
議
席
を
４
議
席
増

や
し
２７
議
席
と
躍
進
。
野
党
の
自
民

党
は
、
議
席
増
を
狙
い
１９
人
が
立
候

補
し
ま
し
た
が
、
１４
議
席
に
と
ど
ま

り
、
公
明
党
も
４
議
席
確
保
が
精
一

杯
で
退
潮
は
否
め
ま
せ
ん
。 

選
挙
前
に
発
生
し
た
元
米
軍
の
女

性
死
体
遺
棄
事
件
や
投
票
日
前
日
の

米
軍
女
性
の
飲
酒
運
転
事
故
な
ど
、

基
地
あ
る
が
故
の
事
件
、
事
故
へ
の

憤
怒
は
留
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
結
果
と
し
て
、
辺
野
古
へ

の
新
基
地
建
設
反
対
を
貫
き
、
民
意

を
ぶ
れ
ず
に
丁
寧
に
組
み
上
げ
て
き 

た
翁
長
県
政
が
高
く
評
価
さ
れ
、
信

任
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

共
産
党
は
５
議
席
か
ら
６
議
席
へ 

と
与
党
第
１
党
に
躍
進
し
ま
し
た
。 

 

平
和
ワ
イ
ン
会
と
間
違
え
入
会
？ 

６
月
３
日
、
平
和
委
員
会
ミ
ナ
ミ

（
浪
速
区
・
保
険
医
協
会
を
中
心
と

し
た
職
域
平
和
委
員
会
）
は
「
平
和 

ワ
イ
ン
会
」
を
開
催
し
ま
し
た 

２０
代
、
３０
代
な
ど
１２
人
が
参
加
。

開
催
の
き
っ
か
け
は
メ
ー
デ
ー
集
会

後
の
交
流
会
。
平
和
委
員
会
へ
入
り

ま
せ
ん
か
と
よ
び
か
け
た
と
こ
ろ
、

「
ヘ
イ
ワ
ワ
イ
ン
会
」
と
聞
き
間
違

え
て
会
員
に
。
そ
の
後
、
「
飲
み
会

い
つ
や
る
の
？
」
と
聞
い
て
き
た
こ 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

私
は
選
挙
期
間
中
、
那
覇
・
南
部

離
島
選
挙
区
の
比
嘉
み
ず
き
候
補
の

事
務
所
へ
応
援
に
行
き
ま
し
た
が
、

５
月
７
日
に
開
か
れ
た
彼
の
決
起
集

会
に
参
加
し
て
、
彼
を
ぜ
ひ
と
も
当 

選
さ
せ
な
け
れ
ば
と
、
そ
の
意
を
強

く
し
た
の
で
す
。 

会
場
に
は
、
翁
長
知
事
を
は
じ
め

多
数
の
支
援
者
が
彼
を
推
薦
す
る
中

で
、
最
後
に
登
壇
し
た
応
援
弁
士
が
、

前
日
ど
う
し
て
も
み
ず
き
候
補
の
応

援
弁
士
に
な
り
た
い
と
頼
み
込
み
、 

今
日
こ
こ
へ
来
た
と
話
を
切
り
出
し

た
の
で
す
。
こ
の
人
は
知
的
障
害
児 

を
持
つ
父
親
で
、
自
分
は
こ
れ
ま
で

那
覇
市
に
知
的
障
害
児
の
「
特
別
支

援
学
校
」
が
無
い
た
め
、
近
隣
市
の 

施
設
を
利
用
せ
ざ
る
を
得
ず
、
日
常

何
か
と
不
便
な
た
め
、
是
非
つ
く
っ

て
ほ
し
い
旨
を
何
年
も
前
か
ら
各
党

の
県
会
議
員
に
陳
情
し
て
き
た
が
、 

一
向
に
実
現
し
な
い
の
で
、
前
回
の 

「
補
欠
選
挙
」
で
当
選
し
た
み
ず
き 

さ
ん
に
も
、
内
心
は
期
待
せ
ず
に
陳 

と
で
誤
解
が
発
覚
し
ま
し
た
。
が
ワ

イ
ン
会
を
や
っ
て
み
る
と
、
「
平
和

で
な
き
ゃ
飲
み
会
も
で
き
な
い
し

ね
」
と
の
声
が
あ
が
り
、
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
へ
毎
年
自
主
的
に
参
加

し
て
い
る
青
年
か
ら
「
現
地
で
偶
然

に
人
と
あ
っ
て
交
流
で
き
た
り
す
る

の
が
い
い
で
す
ね
」
、
「
広
島
で
は

お
好
み
焼
き
６
軒
ハ
シ
ゴ
と
か
も
や

っ
た
わ
」
な
ど
の
紹
介
も
あ
り
ま
し

た
。
当
日
は
道
頓
堀
川
沿
い
の
イ
タ

リ
ア
ン
バ
ル
で
行
な
い
ま
し
た
が
、 

会
員
か
ら
上
質
ワ
イ
ン
の
差
し
入
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

情
を
し
て
み
た
。
会
っ
た
第
一
印
象 

は
、
正
直
言
っ
て
若
い
（
４１
歳
）
し
、

童
顔
で
頼
り
な
く
見
え
た
。
し
か
し

自
分
の
話
を
真
剣
に
聞
い
て
く
れ
、

理
解
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、

分
か
る
ま
で
質
問
し
て
理
解
し
よ
う

と
努
め
て
く
れ
た
。
そ
れ
は
彼
の
県

議
会
で
の
質
問
時
に
見
事
に
結
実
さ

れ
て
い
た
。
県
議
会
な
ど
テ
レ
ビ
で

一
瞥
す
る
だ
け
だ
っ
た
自
分
が
、
初

め
て
傍
聴
席
ま
で
足
を
運
ん
だ
の
は
、

み
ず
き
さ
ん
の
真
摯
な
議
員
と
し
て

の
姿
勢
だ
っ
た
。
そ
し
て
彼
の
奮
闘

で
、
那
覇
市
に
も
や
っ
と
「
特
別
支

援
学
校
」
が
で
き
た
。
み
ず
き
さ
ん

の
熱
意
が
な
け
れ
ば
実
現
で
き
な
か

っ
た
、
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。
会
場

は
予
想
を
超
え
る
３
０
０
人
以
上
の

人
が
来
て
い
た
。
弁
士
の
熱
弁
に
誰 

も
が
声
援
と
暖
か
い
拍
手
で
応
え
た
。

静
か
な
感
動
が
会
場
を
包
ん
だ
。
最 

後
に
登
壇
し
た
み
ず
き
候
補
は
確
か 

に
小
柄
で
童
顔
。
し
か
し
満
面
の
笑 

顔
を
見
せ
、
よ
く
通
る
声
で
喋
り
だ 

も
あ
り
、
楽
し
い
交
流
と
な
り
ま
し

た
。
道
頓
堀
川
を
下
る
ク
ル
ー
ズ
を

見
な
が
ら
「
次
は
船
で
ワ
イ
ン
会
も

い
い
ね
」
な
ど
の
リ
ク
エ
ス
ト
も
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
飲
み
会
の
希
望
が

多
か
っ
た
の
で
、
今
後
も
定
例
化
し

な
が
ら
、
平
和
行
進
へ
の
参
加
や
プ

チ
学
習
会
な
ど
気
軽
な
企
画
で
さ
ら

に
仲
間
を
増
や
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
（
平
和
委
員
会
ミ
ナ
ミ
・ 

片
方
真
佐
子
） 

        

   
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

し
た
。
わ
か
り
や
す
い
言
葉
。
偉
そ

ぶ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
話
に
メ
リ
ハ

リ
が
あ
る
。
共
産
党
の
主
張
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
き
っ
ち
り
入
っ
て
い
る
。

原
稿
を
持
た
ず
に
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
。

堂
々
た
る
話
し
ぶ
り
。
す
ご
い
！
県

民
の
苦
難
軽
減
に
奮
闘
し
、
当
選
し

た
県
議
の
中
で
一
番
若
く
、
当
確
者

発
表
が
共
産
党
の
中
で
一
番
早
く
、

大
票
田
の
那
覇
・
南
部
離
島
区
の
中

で
ト
ッ
プ
当
選
。 

 

見
事
で
は
な
い
か
！ 

闘
い
は
人

を
育
む
。
あ
と
に
続
け
若
者
よ
！ 

（
福
山
功
勝
（
の
り
か
つ
）

さ
ん
は
名
護
市

在
住
の
大
阪
平
和
委
員
会
会
員
） 

2111 号   第三種郵便物認可   平 和 新 聞   2016 年６月 25 日（土曜日）（2）  

 

 

オ
ー
ル
沖
縄
旋
風
よ 

 
 

さ
ら
に
大
き
く
強
く
吹
け 

恩納村の死体遺棄現場の献花


